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１．門真市第６次総合計画令和６年度実施計画改定版について 

門真市第６次総合計画（以下、「総合計画」という。）は基本構想、基本計画、実施計画の三層

構造により構成されています。 

このうち実施計画は、総合計画の基本計画における諸施策を効果的に実施するための指針となるも

のであり、計画期間を３年間とし、財政状況を踏まえて１年ごとのローリング方式により毎年度策定する

ものとしています。 

また、３年間のサンセット方式を取り入れるとともに「事業の見える化」をコンセプトとした「使える計画」

とするため、従来の事務事業評価を兼ねた様式に改め、事業提案書及び決算附属書類とも連動した

実施計画としています。 

令和６年度実施計画は令和６年３月に策定しましたが、６月、９月、12 月及び３月末時点にお

いて、一般会計補正予算による事業の修正等を踏まえ、必要に応じて改定版を策定することとします。 

 

 

２．実施計画改定版の掲載事業について 

実施計画は、計画期間中に実施する事業のうち、第６次総合計画の基本施策の推進に寄与する

すべての事業を対象としていますが、本改定版は、追加及び事業内容を変更した事業を掲載しています。 

ただし、経常扱い及び事業費のみ変更した事業は対象外としています。 

※ 新型コロナ対策事業は、内閣府の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源

に実施していますが、各事業の財源内訳の欄には、国庫支出金ではなく一般財源として記載して

います。 

 

 

３．事業体系の見方について 

事業体系は、基本施策推進のために実施している

事業を一覧で示しています。 

事業番号、事業名及び変更点を記載しています。 

変更点の記載内容について、つぎのとおり示してい

ます。 

 

追加 : 新たに追加する事業 

変更 : 当初掲載していた事業内容に変更がある事業 

― : 追加及び変更がない事業 

 

＜事業体系＞
みんなで支え合う子育て環境づくり

事業番号 事業名 変更点

001 なかよし広場運営事業 ―

002 ファミリー・サポート・センター運営事業 ―

003 養育支援訪問事業 ―

004 地域子育て支援センター運営事業 ―

005 放課後児童クラブ運営事業 ―

007 就学援助事業 ―

008 奨学金事業 ―

011 ファミリー・サポート・センター運営事業（新型コロナ対策） ―

012 公民連携子どもの居場所事業（子どもLOBBY） 変更

013 学校・園における各種世代間交流事業 ―

014 子どもの貧困対策事業 ―



＜基本施策＞

＜事業体系＞

４．基本施策別実施計画

015 母子生活支援施設入所事業 ―

024 母子保健・児童福祉一体的相談支援機関運営事業 変更

008 子ども・子育てサービス利用者支援事業 ―

009/016 保育所等給食費補助事業 ―

006 家庭児童相談事業 ―

007 ひとり親自立支援事業 ―

004 赤ちゃんの駅設置事業 ―

005 子育て短期支援事業 ―

002 こども医療助成事業 ―

003 ひとり親家庭医療助成事業 ―

子育て世帯への支援

事業番号 事業名 変更点

001 未熟児養育医療給付事業 ―

1
保育サービスや子育て家庭への支援が充実し、子育てしやすい環境ができていると思う人
の割合

62.9％
（2019年度）

80.0 %

2 要保護児童連絡調整会議による新規登録件数
383 件

（2018年度）
286 件

めざすべき
方向性

安心して子育てできる子育て支援のまちをつくります

子育て世代を支援することにより、子育ての不安が軽減され、安心して子育てができるまちをめざします。

指標 現状値 目標値

分野名 子育て 基本施策名 子育て世帯への支援

施策コード 00102

ＳＤＧｓ
2025年問題

関連施策
〇
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 ＜事業別詳細＞

1,643 5,118 1,279 0 0 0

事業費

（令和６年度
補正後予算）

款 衛生費／民生費
事業に係る

補正後予算額
8,040 千円項 保健衛生費／児童福祉費

目 保健衛生総務費／児童福祉総務費

財源内訳
（千円）

活動指標

指標名 個別ケース会議回数

成果指標

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄付金 市債 その他

指標名 ―

令和６年度
目標値

55 回
令和６年度

目標値
―

・センター⾧・統括支援員を中心に、こども家庭センター業務を実施
・合同ケース会議の実施
・家庭養育支援事業の実施及び拡充
・地域子育て相談機関の体制整備
・今後に向けて事業の方向性を検討

事業概要
児童福祉法の改正（令和４年６月公布）により、既存の子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）と子育て世代包括支援センター（母子保健）の機能を維持しながら、全ての妊産
婦、子育て世帯、こどもへの一体的な相談支援を行う「こども家庭センター」を令和７年４月に設置する。児童及び妊産婦の福祉に関する包括的な支援を行うと共に、妊産婦・乳幼児・子
育て世帯への健康の保持及び増進等に関する包括的な支援を実施する。

事業目的
全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへの一体的な相談支援における連携強化のため。

事業の計画

年度 事業の方向性 事業の実施内容

令和６年度 ①事業実施

・統括支援員を中心に、こども家庭センター設置に向けた調整と準備を実施
・家児相と健康増進課のケースを確認し、情報共有とマネジメントを実施
・家庭養育支援事業の円滑な実施等
・子育て支援の充実について検討
・地域子育て相談機関の体制整備

令和７年度 ①事業実施

・センター⾧・統括支援員を中心に、こども家庭センター業務を実施
 新たな体制となった母子保健グループと家庭児童相談グループの業務遂行の整備と連携体制を確立
・合同ケース会議の実施
・家庭養育支援事業の実施及び拡充
・地域子育て相談機関の体制整備

令和８年度 ②見直し・検討

事業開始年度 令和５年度
事業名 母子保健・児童福祉一体的相談支援機関運営事業 担当課 子育て支援課

／健康増進課

事業コード ― 0 2 40 0 1 0 2
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＜基本施策＞

＜事業体系＞

034 「チーム学校」支援体制充実事業 ―

017 部活動地域移行検討事業 変更

018 大阪・関西万博こどもの無料招待事業 ―

011 食に関する学習実施事業 ―

016 学校運営協議会（コミュニティスクール）設置推進事業 ―

007 二十歳のつどい事業 ―

009 めざせ世界へはばたけ事業 ―

004 学校保健事業 ―

006 青少年育成団体等支援事業 ―

事業番号 事業名 変更点

1
「自分には、よいところがあると思いますか」という質問に対する肯定的意見の割合（小６、
中３の平均）

67.6%
(2019年度)

90.0%

2 子どもが健やかに成⾧していると感じている人の割合
67.2%

(2018年度)
80.0%

3
小学5年生の体力合計点の国との比較
（本市平均点/全国平均点）

93％
(2019年度)

105.0%

児童・生徒の健全育成

めざすべき
方向性

心豊かでたくましい子どもを育むまちをつくります

いじめ件数の減少および不登校児童・生徒数の減少を目指すとともに、子どもたちが自分の将来の夢を持って主体的に学べる教育環境づくりを推
進し、地域住民や保護者との連携を深めながら、児童・生徒を取り巻く生活環境を整え、心豊かでたくましい子どもを育むまちをめざします。

指標 現状値 目標値

分野名 教育 基本施策名 児童・生徒の健全育成

施策コード 00202

ＳＤＧｓ
2025年問題

関連施策
〇
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 ＜事業別詳細＞

1,759 0 7,401 0 0 0

事業費

（令和６年度
補正後予算）

款 教育費
事業に係る

補正後予算額
9,160 千円項 教育総務費

目 教育振興費

財源内訳
（千円）

活動指標

指標名 部活動指導員の配置人数

成果指標

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄付金 市債 その他

・他クラブにおいても実施できるよう部活動指導員の拡充を検討
・実施可能な競技から部活動の地域移行を実施
・今後に向けて事業の方向性を検討

指標名 部活動指導員を活用した部活動担当教員の在校等時間

令和６年度
目標値

10名
令和６年度

目標値
活用前と比較して20%削減

事業概要
中学校部活動における指導体制の充実による生徒の心身の健やかな成⾧を目的とするとともに、教職員の負担軽減および⾧時間勤務の解消を目的として、地域移行の一
つの形である部活動指導員を令和５年度に配置する。また、学校教育課・生涯学習課の定期会議を実施し、各種外部団体との連携を図り、運用内部組織を構築した上
で、地域移行を令和６年度から実施する。

事業目的
部活動の地域移行を進めるにあたり、先行して中学校が希望する部活動に地域移行の一つの形である部活動指導員を配置し、技術的指導、活動計画の作成、対外試合
への引率等を行うことで、生徒のバランスの取れた心身の成⾧を促すとともに、教職員の部活動による負担の軽減を図る。同時にセンター集中方式で地域に移行するパターン
も他部局（生涯学習課等）と連携し、実現をめざす。

事業の計画

年度 事業の方向性 事業の実施内容

令和６年度 ①事業実施

・中学校が希望する部活動に部活動指導員を配置
・効果検証を行いながら、他クラブにおいても実施できるよう部活動指導員の拡充を検討
・実施可能な競技から部活動の地域移行を実施
・門真市部活動地域移行応援企業登録制度の創設

令和７年度 ①事業実施

・他クラブにおいても実施できるよう部活動指導員の拡充を検討
・実施可能な競技から部活動の地域移行を実施

令和８年度 ②見直し・検討

事業開始年度 令和５年度
事業名 部活動地域移行検討事業 担当課 学校教育課

事業コード 0 0 2 0 2 ― 0 1 7
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＜基本施策＞

＜事業体系＞

013 GIGAスクール構想推進事業 ―

007 給食運営事業 ―

012 水泳授業民間活力導入検討事業 ―

004 教育のＩＣＴ環境整備事業 ―

005 学校施設営繕事業 ―

002 小学校施設整備事業 変更

003 中学校施設整備事業 ―

学校施設と教育環境の充実

事業番号 事業名 変更点

001 学校適正配置推進事業 ―

1 トイレの洋式化率
45.0%

(2018年度)
70.0%

2 「授業の中でICT機器を上手に使うことができる」と思う児童・生徒の割合 新設 100.0%

めざすべき
方向性

子どもたちが主体的に学び、安全で健康的な学校生活をおくることができるまちをつくります

「多様な人間関係の構築」や「主体的・対話的で深い学び」を進めるための教育環境を充実し、地域と共に創る新たな学校づくりをめざします。

指標 現状値 目標値

分野名 教育 基本施策名 学校施設と教育環境の充実

施策コード 00203

ＳＤＧｓ
2025年問題

関連施策
〇
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 ＜事業別詳細＞

市債 その他

56,313 2,192 0 0 52,000 0

事業費

（令和６年度
補正後予算）

款 教育費

項 小学校費

目 学校管理費

財源内訳
（千円）

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄付金

事業に係る
補正後予算額

110,505 千円

―

令和６年度
目標値

６校
令和６年度

目標値
―

・大和田小学校、速見小学校、門真みらい小学校の体育館改修工事を実施
・今後に向けて事業の方向性を検討

活動指標

指標名 屋内運動場ＬＥＤ化改修工事設計業務実施校数

成果指標

指標名

0 2

事業目的
児童が安全で安心な学校生活が送れるよう、小学校施設の改修を行い、教育環境の改善を図る。
避難所でもある体育館において、屋根、外壁、建具を改修するとともに、空調設備を設置し、ＬＥＤ照明に取替ることで、教育環境の改善を図る。

事業の計画

年度 事業の方向性 事業の実施内容

令和６年度 ①事業実施

・適正配置推進事業の進捗も考慮し老朽化が進む３校程度の体育館改修設計を検討

令和７年度 ①事業実施

・大和田小学校、速見小学校、門真みらい小学校の、体育館改修設計を実施

令和８年度 ②見直し・検討

事業開始年度 平成24年度

事業概要
避難所でもある体育館において、雨漏り解消のため、屋上防水工事を行うと同時に、熱中症対策に有効な空調設備の設置工事と老朽化対策のため改修工事（外壁、屋
根、建具等）を実施することで、効率的に体育館の改修を図る。
また、照明をＬＥＤ化することで、教育環境の改善を図る。

0 2 0 3 ― 0
事業名 小学校施設整備事業 担当課 教育総務課

事業コード 0
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＜基本施策＞

＜事業体系＞

008 水銀使用廃棄物等適正処理事業 ―

005 ごみの出し方等啓発事業 ―

006 不法投棄物処理事業 ―

003 クリーンセンター施設棟運転維持管理事業 変更

004 業務棟維持管理事業 ―

001 し尿処理施設運営管理事業 ―

002 ごみ収集運搬事業 ―

事業番号 事業名 変更点

めざすべき
方向性

衛生的で安心・快適に暮らせるまちをつくります

ごみ・し尿等を適正かつ効率的に処理し、衛生的で安心・快適に暮らせるまちの維持をめざします。

指標 現状値 目標値

1 ふれあいサポート収集の利用世帯数
34世帯

(2018年度)
100世帯

快適に暮らせる生活基盤の整備

分野名 環境 基本施策名 快適に暮らせる生活基盤の整備

施策コード 00603

ＳＤＧｓ
2025年問題

関連施策
〇
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 ＜事業別詳細＞

事業開始年度 昭和41年度
事業名 クリーンセンター施設棟運転維持管理事業 担当課 クリーンセンター

施設課

事業コード 0 0 6 0 3 ― 0 0 3

事業概要
令和５年度からのごみ焼却施設５号炉を中心とした基幹的設備改良工事及び令和５年度から令和12年度までの８年間の包括管理運営業務を実施する。

事業目的
ごみ焼却施設及び粗大ごみ処理施設は老朽化が進んでいることから、令和５年度からの5号炉を中心とした基幹的設備改良工事及び令和5年度から８年間の包括管理
運営業務を実施することで、より安定的かつ効率的なごみ処理体制の確保を図るため。

事業の計画

年度 事業の方向性 事業の実施内容

令和６年度 ①事業実施

・基幹的設備改良工事及び包括管理運営業務委託を実施
・4号炉の点検整備等による停止期間中、可燃ごみを積替・運搬し、外部処理を実施
・屋上防水改修工事を実施

令和７年度 ①事業実施

・包括管理運営業務委託を実施
・５号炉の点検整備等による停止期間中、可燃ごみを積替・運搬し、外部処理を実施
・屋上防水改修工事を実施

令和８年度 ②見直し・検討

・包括管理運営業務委託を実施
・５号炉の点検整備等による停止期間中、可燃ごみを積替・運搬し、外部処理を実施
・今後に向けて事業の方向性を検討

指標名 ―

令和６年度
目標値

33,568ｔ
令和６年度

目標値
―

財源内訳
（千円）

活動指標

指標名 ごみの焼却量

成果指標

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄付金 市債 その他

1,054,467 0 0 0 7,300 44,091

事業費

（令和６年度
補正後予算）

款 衛生費
事業に係る

補正後予算額
1,105,858 千円項 清掃費

目 塵芥処理費
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＜基本施策＞

＜事業体系＞

分野名 地域教育振興 基本施策名 地域教育環境の充実

施策コード 01001

ＳＤＧｓ
2025年問題

関連施策
〇

めざすべき
方向性

生涯にわたり学習や仲間づくりができるまちをつくります

社会教育や読書活動の推進体制とともに、学びを楽しむ機会や場を充実し、生涯学習環境の振興に努めることで、生涯にわたり学習や仲間づくり
ができるまちをめざします。

指標 現状値 目標値

1 生涯学習活動をしたことがある人の割合
20.5%

(2019年度)
60.0%

2 図書館を利用したことがある人の割合
32.7%

(2019年度)
70.0%

地域教育環境の充実

事業番号 事業名 変更点

001 南部市民センター運営事業 ―

002 地域学校協働本部事業 ―

003 公民館運営事業 ―

005 市民プラザ運営事業 ―

006 （仮称）市立生涯学習複合施設建設事業 変更

007 図書館運営事業 ―

008 図書館市民プラザ分館運営事業 ―

016 電子書籍サービス運営事業 ―

009 子ども読書活動推進啓発事業 ―

011 学校施設開放事業 ―
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 ＜事業別詳細＞

事業開始年度 平成25年度

事業概要
京阪電車古川橋駅北側に図書館機能と文化会館機能等を併せ持つ「(仮称)門真市立生涯学習複合施設」を整備する。

1 0 0 1 ― 0
事業名 （仮称）市立生涯学習複合施設建設事業 担当課 生涯学習課

／図書館

事業コード 0 0 6

事業目的
門真市生涯学習複合施設建設基本計画の「地域とともにコミュニティを育む、文化・学習の交流拠点」を基本コンセプトとし、多くの市民が自主的・創造的な文化・学習活動
を行えるよう支援する施設であるとともに、市民の自律と協働を促し、多様な活動を通して、地域の新たな出会いと交流の創出、地域コミュニティの活性化を図ることを目的に
「(仮称)市立生涯学習複合施設」を整備する。

事業の計画

年度 事業の方向性 事業の実施内容

令和６年度 ①事業実施

・建設工事
・工事監理業務
・開館準備業務
・施設内インテリア家具調達事業者の選定
・設計変更業務

令和７年度 ①事業実施

・建設工事
・工事監理業務
・開館準備業務
・施設内インテリア家具調達業務
・設計変更業務

令和８年度 ②見直し・検討

・運営業務
・今後に向けて事業の方向性を検討

活動指標

指標名 整備工事進捗率

成果指標

指標名

事業に係る
補正後予算額

2,010,202 千円

整備進捗率
（基本設計から施設開館まで）

令和６年度
目標値

30%
令和６年度

目標値
75%

財源内訳
（千円）

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄付金 市債 その他

22,875 610,947 0 0 1,329,100 47,280

事業費

（令和６年度
補正後予算）

款 教育費

項 社会教育費

目 社会教育総務費
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＜基本施策＞

＜事業体系＞

めざすべき
方向性

スムーズに行政手続きができるまちをつくります

市民が利用しやすくわかりやすい行政手続きサービスの実現のため、アウトソーシングやAI/RPA等の先端テクノロジーを含む様々な資源を積極的に
活用し、職員は政策立案など職員でなければできない業務に特化することで、付加価値を高め、一層信頼される開かれた市政運営をめざします。

指標 現状値 目標値

分野名 行政管理 基本施策名 効率的・効果的な行政運営

施策コード 01201

ＳＤＧｓ
2025年問題

関連施策
〇

効率的・効果的な行政運営

事業番号 事業名 変更点

001 ＩＣＴ推進事業 ―

1 迅速で明るく、わかりやすい窓口サービスがなされていること
71.1％

（2019年度）
90.0%

2 市役所職員の対応・行動が「良い」と感じている人の割合
67.5％

（2019年度）
80.0%

004 職員研修事業 ―

005 受付案内サービス事業 ―

002 広域連携推進事業 ―

003 行政ロイヤー配置事業 ―

008 窓口フロアマネージャー配置事業 ―

010 南部市民サービスコーナー運営事業 ―

006 収納管理事業 ―

007 証明書コンビニ交付サービス事業 ―

014 住基ネット公的個人認証サービス事業 ―

015 個人番号カード関連事務 ―

012 保育料収納事業 ―

013 図書館相互利用事業 ―

021 スマートシティ推進事業 ―

026 地方創生応援税制推進事業 ―

016 電子入札システム運用事業 ―

017 市税電子申告事業 ―

032 ＳＭＳによる納付勧奨事業 ―

033 税関係証明書交付手数料キャッシュレス決済事業 ―

027 ＩＣＴ環境整備事業 ―

031 テレワーク推進事業 ―
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＜事業体系＞

036 公営企業会計システム電子決裁導入事業 ―

037 証明書コンビニ交付サービス事業（税証明書） ―

効率的・効果的な行政運営

事業番号 事業名 変更点

034 財務会計システム電子決裁導入事業 ―

044 証明書オンライン請求サービス事業（税証明書） ―

045 電子契約システム導入事業 ―

039 文書管理システム電子決裁導入事業 ―

043 窓口キャッシュレス決済導入事業 ―

048 スマート窓口推進事業 ―

050 持込ごみ処理手数料キャッシュレス決済事業 ―

046 公式ＬＩＮＥアカウント情報配信サービス事業 ―

047 デジタルデバイド対策事業 ―

051 預貯金照会電子化事業 ―

053 個人番号カード臨時窓口設置事業 追加

052 第６次総合計画改訂事業 ―
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 ＜事業別詳細＞

事業開始年度 令和６年度

事業概要
令和７年度より、マイナンバーカードに格納された電子証明書の有効期限 （発行から５回目の誕生日まで）が到来する市民が大幅に増加することが見込まれるため、委託
事業者による臨時窓口を設置する。

1 2 0 1 ― 0
事業名 個人番号カード臨時窓口設置事業 担当課 市民課

事業コード 0 5 3

事業目的
マイナンバーカードに格納された電子証明書の有効期限（発行から５回目の誕生日まで）が到来する市民が令和７年度より大幅に増えることから、既存の窓口（５窓）に
加え、臨時窓口（３窓）を設置することで、マイナンバーカード関連事務を円滑に運営するため。

事業の計画

年度 事業の方向性 事業の実施内容

令和６年度 ①事業実施

臨時窓口設置に向けた準備
・回線工事、分電工事の契約・準備
・機材リース契約締結
・窓口委託契約締結

令和７年度 ①事業実施

・回線工事、分電工事の実施
・臨時窓口の開設・運用

令和８年度 ②見直し・検討

・臨時窓口の運用
・事業の見直し、検討

活動指標

指標名 臨時窓口の設置準備
（回線工事、分電工事を除く）

成果指標

指標名 ―

令和６年度
目標値

臨時窓口の設置準備完了
令和６年度

目標値
―

事業費

（令和６年度
補正後予算）

款 総務費
事業に係る

補正後予算額
3,904 千円項 戸籍住民基本台帳費

目 戸籍住民基本台帳費

財源内訳
（千円）

一般財源
特定財源

国庫支出金 府支出金 負担金・分担金・寄付金 市債 その他

0 3,904 0 0 0 0
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